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　医師の初期臨床研修義務化から約10年を経過 し、特に救急 ・産科 ・小児科を中心 とした医師不足や医
師の過重労働が社会問題 として取 り上げられております。掘 り下げてい くと、そこには医師絶対数の少
なさのみならず、地域や診療科による偏在が指摘 されています。病院勤務医数は全体の約6割 程度 との
ことです。勤務医といっても大学病院 ・公的病院 ・民間病院など診療内容 ・給与体系など多彩で、診療
科内部でのつながりはあるものの、他院 ・他科 とのつながりは希薄で、医師会活動などには消極的で勤
務医の組織化はほとんどなされてお りません。従って、勤務医の就労の実態はあま り知 られていないと
いえます。2010年札幌市勤務医協議会は勤務医のアンケー ト調査を行い、 「札幌市における勤務医の現
況2010」として報告 しております。さらに、私は2011年、北海道内在住の泌尿器科勤務医450名へのア
ンケー ト調査を行いました。 これらの調査から見える勤務医の現状 と課題を考えてみたいと思います。














　康の不安、2.医 療 ミスの誘因、3.家 族関係の崩壊が多くあげられていました。　
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が、年収などの待遇では男性 より低いとの結果で した。女性勤務医が勤務内容に求めるものは、1.
医療経験のつめる体制、2.有 給休暇の取得、3.職 場での適正評価が上位となってお ります。具体
的な意見としては配偶者や同僚の理解 ・協力と子育て環境があげられていました。早期に対策 ・対応
を考える必要性を感じているところです。
・達成感 ・満足度:勤 務医の勤務内容で重視するものとしては、1.医 療経験をつめる体制、2.上







ま とめ:1.勤 務医は専 門家(プ ロフェ ッシ ョナル)と して病院 に貢献 し、 プライ ドをもって診療 に当
たっている。 しか し、2.勤 務医の就労環境 は必ず しも良好 とはい えないが、仕事 に対す る達成感や満
足感 が勤務 医を支 えている。
　 今後 の医師確保で大切 と考えている ことをあげて も らい ました。女性で は、1.短 時間正規労働 の導







・勤務医は地域のすべての医師と連携を強化 し、地域住民ンと協働 して医療再生に取 り組む。
・勤務医は医療 ・介護行政の改善を要求すると共に、 自らも、常に向上心を持ち己を律 し献身的に医療
に従事する。
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